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千歳市公立大学法人評価委員会による令和 3 年度評価結果を業務運営の改善に反映した状況

（公立大学法人公立千歳科学技術大学）

（地独法第 78 条の 2（第 29 条の準用）による公表）

番号
評価項目

(■今後期待される事項)

令和 3 年度評価における評価委員会

意見等

令和 4 年度の業務運営等への

反映状況

1

3 全体評価

（2）総評

・法人による業務実績報告書の「全

体評価」の記載方法に関しては、

市民に公表することを踏まえ、人

材育成、地域貢献、国際化に絞り

主な実施内容及びその成果を具体

的に記載すること、また、「法人

による自己点検・評価項目」にお

いては具体的な成果や貢献の程

度、すなわち「質」の把握が容易

になるよう記載することなど表記

方法を工夫する必要がある。

令和 4 年度業務実績報告書

から「全体評価」に人材育

成、地域貢献、国際化の主な

実施内容及びその成果を具体

的に記載する。

また、「法人による自己点

検・評価項目」は、具体的な

成果や貢献の程度が把握でき

るよう記載方法を工夫する。

2

3 全体評価

（2）総評

・今後、法人においては、「自立心

と人間力に満ちた社会人を育成

し、また、地の拠点として、産業

経済の発展に寄与する」という法

人の目標を踏まえつつ、人材育

成、教育研究等を積極的に進め、

これら社会の要請に応える優秀な

人材を地域社会に輩出していくこ

とを期待する。

人材育成においては、本学

が地域の“知の拠点”として

教育研究の知見を基に地域の

課題解決に取り組み有為な人

材の輩出に努めた。

また、社会要請への対応に

ついては、地域連携センター

が窓口となり、地域からの要

請に応えた。

3

3 全体評価

（2）総評

・グローバル人材の育成では、フィ

リピン大学と新たに連携協定を行

った結果、連携大学が 4 機関とな

ったことなど、国際交流に関する

積極的な取組による成果がみられ

ており、今後も提携大学や交流実

績の拡大、教育研究力の向上など

に努め、より海外に開かれた魅力

と活力に満ちた大学となることを

期待する。

令和 4 年度は新たに海外の

3 大学と連携協定を締結し、

今後の学生の交流や共同研究

の推進、さらには国際フォー

ラムの共同開催などについて

議論した。

このほか、海外大学から教

員を招聘し本学教員との連携

のもと、語学やプレゼン能力

向上のためのセミナーなども

開催した。
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令和 4 年度の業務運営等への

反映状況

4

4 項目別評価

「2 教育研

究等の質の向

上に関する目

標を達成する

ための措置」

・科研費などの外部資金獲得は、研

究活動の活性化に大きく寄与する

ため、今後とも、メールやポータ

ルサイトへの掲示などの情報提供

に加え、より獲得意欲が向上する

施策の強化など積極的な取組を期

待する。

外部資金の獲得について

は、メールやポータルサイト

への掲示などの情報提供に加

え、教員を対象に科研費獲得

のための動画を常に公開し

た。

5

4 項目別評価

「3 地域社

会等との連

携・協力に関

する目標を達

成するための

措置」

・SNC 推進活動の一環として開催す

る情報交流会は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により十分な活

動が難しいと考えられるが、当該

感染症の推移を踏まえつつ、さま

ざまな企業等との交流の場として

開催されることを期待する。

令和 4 年 12 月に地域連携

センターが主催した「SNC コ

ンファレンス」ではハイフレ

ックスによりセミナーを実施

し、4 つの企業を含む 42 名の

方々が対面で交流を行った。

6

4 項目別評価

「3 地域社

会等との連

携・協力に関

する目標を達

成するための

措置」

・地域連携センターの地域課題の解

決への活動、市内高等教育機関と

の連携活動など、法人が行う地域

社会との連携・協力を進める各種

取組は、広く周知するため、SNS

など多彩な手法を用いて実施して

いるが、市民がより身近に感じる

ことができる大学になるようさら

なる工夫を期待する。

北海道千歳リハビリテーシ

ョン大学及び日本航空大学校

北海道とは、学生交流や研究

成果紹介、セミナーの共同開

催などについてオンラインに

より 2 回意見交換を行った。

7

4 項目別評価

「4 国際交

流に関する目

標を達成する

ための措置」

・学生にとって多様な文化や知識等

を持つ者とともに学ぶことは、新

たな知的発見を通じた知識技能の

習得や人格的な成長に繋がるもの

であり、また、法人においても教

育研究力向上に寄与するものであ

ることから、引き続き、学生の交

流実績の拡大、海外大学との連携

強化に向け取り組むことを期待す

る。

令和 4 年度は新たに海外の

3 大学と連携協定を締結し、

今後の学生の交流や共同研究

の推進、さらには国際フォー

ラムの共同開催などについて

議論した。

このほか、海外大学から教

員を招聘し本学教員との連携

のもと、語学やプレゼン能力

向上のためのセミナーなども

開催した。
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8

4 項目別評価

「6 財務内

容の改善に関

する目標を達

成するための

措置」

・科学研究費助成事業は、自己収入

の確保策として有効であるため、

今後とも、専門教育担当教員への

積極的な申請の働きかけなどの具

体的な取組により、中期計画の目

標である応募申請率 100％を達成

できるよう期待する。

科研費の応募申請にあた

り、全教員を対象とした研究

計画書作成の研修会を実施し

ており、その際、未応募の教

員に研究代表者として応募申

請するよう働きかけた。計画

期間中の応募申請率向上に努

めている。

9

4 項目別評価

「6 財務内

容の改善に関

する目標を達

成するための

措置」

・物品購入等の管理経費や施設設備

の維持管理経費は、他大学の事例

を収集して効果的な経費節減策を

検討するなど、今後も効率的かつ

合理的な予算執行による財務内容

の改善を期待する。

研究実験棟設置のコピー機

（教員及び研究室学生用）３

台を更新したことにより、印

刷単価が削減となり、モノク

ロ１枚あたり 2.2 円が 1.1 円

となった。（財務課）

このほか、契約事務におい

ては、競争入札や見積り合わ

せを行い、支出の抑制に引き

続き務めた。

10

4 項目別評価

「7 自己点

検、評価及び

情報公開に関

する目標を達

成するための

措置」

・教育研究活動、地域貢献活動、学

生活動、イベントなどのさまざま

な情報について、ホームページや

SNS に加え、広報紙や地域情報誌

といった多くの市民が接する機会

がある媒体を積極的に活用するな

ど、周知手法の工夫を重ねること

により、法人の各種活動の一層の

認知度向上を期待する。

公開講座、SNC コンファレ

ン、タウントークなど、地域

連携センターが主催する事業

について地域連携センター

web サイトや LINE・インスタ

グラムなどを通じ、広報活動

を行った。

11

4 項目別評価

「8 その他

業務運営に関

する重要目標

を達成するた

めの措置」

・令和 3 年度は、本市を含む道央地

域を中心に雪害が発生したところ

であり、大学運営への影響を最小

限にする防災、減災対策の整備の

重要性が増していることから、令

和 4 年月から施行した危機管理マ

ニュアル（地震対応）のほか、さ

まざまな災害に対応できるようマ

ニュアル等の整備を継続して行

い、一層の危機管理体制の充実・

強化を期待する。

令和 4 年度は、年度内に数

回大学宛に爆破予告があった

ため、爆破予告への対応マニ

ュアルを策定した。


